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第 1表

クエー トの

金融事情について 年

クエート の歳入歳l+I

（単位：ディナール）
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中東のアラビア湾（今日ではペルシャ湾と呼ぶとおこ

られる）の奥まった一角にクエートという名の小さな国

がある。クエートとは「トリデ」を意味する アラビア語

Kutの縮少名詞で，いわば「小さな トリデ」 というわけ。

昨1961年 6月19日にイギリスの手より完全に離れて独立

した本当に小さな土侯国である。その面積およそ9375平

方マイルでほぼアメリカのニュージャージー州に匹敵す

るこの国は，元来，地の果てを思わせる砂漠以外になんら

取りえのない小さな港町にしかすぎなかった。ところが

運命のいたずらか，慈悲深きアッラーのおぼしめしか，

とんでもない怪物が地下にひそんでいた。その名を石油

—現代世界のも っとも 重要なエネルギー源ー一ーとい

う。大戦以来石油需要は急速に増大してきたが，そのテ

ンポは1950年代に入って加速度的となる。特筆すべきは

モサデグの企図したイラン石油国有化事件。その結果イ

ギリスはその主要エネルギー源を確保すべく，イラク，ク

エートなどの石油生産に一大馬力をかけることと な り，

それ以来クエート は中東において最大の石油生産国とな

った。そしてこの順位は今日にいたるも変わっていない

（注 ：世界では U.S.A., U.S. S. R., Venezuelaについ

で第 4位。ただし確定埋蔵羅では文字どおり世界一）。

かくて石油利権収入とい う名のも とに黄金の波がどっ

と押し寄せることとなった。しかもこの黄金の波は年々

大きくなりこそすれ小さくならないという傾向を示して

いるのである。これまで詳細な歳出歳入の数字は公表さ

れていないが，昨年独立以来設立された財政経済省のお

おまかな数字をみる と第 1表のとおり である。

1961/62会計年度の歳出は約 1億 5520万ディナ ールと

いわれ，それは次のように割り当てられる。保健サービ

ス790万ディナー）レ，教育240万ディナー）レ，社会サービ

ス660万ディナー）レ，治安・防衛・外務 5430万ディナー

ル，開発7500万ディナ ール となっている。

このように文字どおり金がうなるほどある新興独立国

クエートに，筆者は訪問の機をえた。そしてその滞在中

1953 60,161,482 1,636,380 61,797,862 38,081,396 
1954 69,302,300 (,570,621 73,872,921 42,818,782 
1955 100,498,363 4,454,157 104,952.520 43,257,128 
1956 104.321,003 8、785,135 113,106,138 59,387,167 
1957 110,161,132 5,776,365 115,937,497 90,811,271 
1958 127,386,686 9,324,225 136,710,911 117,987,159 
1959 

} 160,290,007 16,315,059 176,605,066 195,161,233 
15カ月
1960/61 159,496,486 11,316船8 173,812,524 133,210,989 

のわずかな暇をぬすんで，かかる クエートの経済事情，

とくに金融機関関係のそれについて当たってみたのでそ

の結果を若干報告してみたい。

n
 

クエートの通貨

過去においてイギリスの影響力のもとにおかれていた

クエートは，その他のアラ ブ湾岸諸地方と 同じく，イ ン

ド通貨圏に属し，｝レヒ°ーが流通貨幣として使用されてい

た。これはイギリス勢力進出当時，近代的な貨幣制度が

なかったのでイ ンド・ルビーを苺入したためであろう。

しかしながら時代の変化とともに，クエートでも自国通

貨を正式に確立しようとする動きが現われ， 1960年にい

たって，新たにクエート・ディナールという名の貨幣が

正式通貨と して流通することとなる。

わが国の日本銀行のごと き職能をもつ発券銀行を持た

ないクエートは， 1960年の政令第41号 (Amiri Decree 

No. 41 of 1960)によって「ク エート通貨委員会」(Kuwait

Currency Board)という機関を設置した。この委員会

は，財政経済大臣を識長とし，同大臣の推せんで任期 3

年で任命される 6名の委員からなる独立機関であり （政

令第41号第 2条），ク エートにおける唯一の発券機関とし

て（同第 7条），紙幣の印刷，碩貨の鋳造， およびこれ

ら紙幣 ・硬貨の発行 ・回収などの責に任ずる（同第 8

条）。委員会はこ のため CurrencyReserve Fundを設定

し，通貨の redemptionにそなえる（同第 9条）。また同

Fundの資産は， 金貨もしくは金塊を通貨発行高の少な

くとも50%，その他残余は，無制限に交換可能なスタ ー

リング ・ボンドその他の外貨，湖業債，政府公俵などで

保持される（同第11条）。

すでに触れた ように， クエートの貨幣単位は， Al・

Dinar-al-Kuwaiti，すなわちクエート・ ディナ ールと呼称

され，ディナ ールは， 1000フィルスに分かれる。 1ディ

ナールは純金 248,828グラムの価値を有する（同第 16

I IO 
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条）。ということは，事実上，ディナ ールはスターリン

グ・ポンドとパーということである。新通貨は 100％辿

備の裏付けをもっ ており， そのうち50％は上述したよ う

に金であり， 1962年4月3日にとりあえず 1万 kgの金

塊がロンドンからBOACのチャータ ー機で空輔されてき

たとのことである。筆者がCurrencyBoardを訪れてイ

ギリス人専門家 R.H. Turner氏に面会した際尋ねた と

ころによれば，クエートはこれまでのいきさつから引き

続きスタ ーリ ング地域にとどまるものとみられる。ク エ

ート・ ディナ ールの発行高をみると第 2表のとおりであ

る。

第 2表通貨発行高 (KuwaitCurrency Board) 

（単位 ：ディナ ール）
- --• 

貨幣種類
1962年 8月31日 1962年 9月30日I 現 在 発 行 高 現 在 発 行 高

10ディ ナール札 25,200, 130,0001 25,473,660,000 
5 11 I 3,602, 130,0001 3,287,125,000 
l II I 2,103,075,0001 2,143,075,000 
½11 . I 385,173,5001 389,673,500 
¼11 I 240,111, 7501 234,617,750 

月1 —-•--l 31,530,626,250| 31，竺竺竺2-5:

• -

100フィルス貨 117,598, 4001 118, 598,400 
50 11 I 75,499,5001 76,124,500 
20 11 I 31,519,9201 31,919,920 
10 " I 22,759,8801 23,159,880 
5 " I 11,099,9601 11,099,960 
1 11 I 1,429,9861 1,479,986 

- -

計 259,907,6461 262,382,646 

紙幣および｛記貨総計|五［函， 533,89~1 31,790'533'896 
．． 

R. H. Turner（彩名）

Secretary, Kuwait Currency Board. 

III 金融機関について その(1)

すでにふれた 1961年の政令第 41号から明らかなよう

に，クエート通貨委員会はク エート・ディナ ールという

名の通貨を発行 し，その価値を保持すること を目的とし

て設立されたものである。いわゆる発券銀行としての機

能を有するわけである。ということは，換言すれば，ク

エートにはわれわれが常識的に知っているような戦能を

もっている中央銀行は存在せず， したがっ てまた，市中

銀行よりの手形再割引とかその他の金利政策，あるいは

公開市場操作というような一般金融機関にたいする統制

的手段は存在しないということになる。か くてク エート

においては，いわゆる市中銀行は，かかる意味での中央

銀行が存在しないがゆえに，まったく自由な営業活動を

展開しうるわけである。完全なレ・ノセ・フェ ールという

わけだ。

箪者が R.H. Turner氏に質問したところ，クエート

通貨委員会は，ただ通貨を発行し，かつその価値を維持

することのみをその任務としており，将来，拡大発展的

に中央銀行の設立という方向を とるかどうかはいまのと

ころわからないとの由。通貨委員会自体まだできてから

18カ月の機関ゆえ，すべて問題は今後の発展いかんにか

かるとみてよかろう。設立後13浅いから，バランス ・シ

ー トも年次報告も刊行の段階に立ちいたっていない。

IV 金融機関について― その(2)

以上のような基本的状況のもと に一般の市中銀行が存

在するわけである。現在クエートにおいて営業している

銀行は次のと おり。 (1)The British Bank of the Middle 

East, (2) The National Bank of Kuwait, (3) The 

Commercial Bank of Kuwait, (4) The Gulf Bank, (5) 

The Credit Bank.なおことしあたり TheUnited Bank 

という名の新しい銀行が設立されるといううわざがもっ

ばらのよ うである。

(1) The British Bank of the Middle East 

これはその名の示すとおりイギリスの銀行であり，中

近東諸国における銀行の老舗である。クエート にはその

支店が存在し， 商業金融を行な っている。そのためクエ

ート関係のみの同行の数字は得られなかったが，同行の

クエート支店がもっとも利益をあげているであろうこと

は疑いない。それというのも，外国銀行はこのプリティ

ッシュ ・パンクだけだからである。それは Monopoly

Concessionの下に同行のみがクエート唯一の外国銀行と

して営業していたからである。 しかしながらこの Con-

cessi~n は ここ数年以内に期限がくることになっている。

(2) Bank-al-Kuwait-al-Watani" (the National Bank of 

Kuwait) 

次に外国系でないいわゆる民族資本によ る銀行で一番

古いのがこのナ ショナル ・パンク・ オフ ・クエート であ

る。同行の設立されたのは1952年，投椛および払い込み

資本は196万5000クエート・ディナ ール (196万5000スタ

ーリ ング ・ボンド）である。配当は1960年の 1割 5分か

ら翌1961年には 2割配当 となっている。 1961年末の純益

は110万9945ディナールである。 1961年12月31日現在の

パランス・シートは第 3表の とおりである。

(3) Bank-al-Kuwait-al-Tijari (The Commercial Bank 

I I I 
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of Kuwait) 

コマーシャル・バンクは1960年に設立されたばかりの

新しい銀行で，授権および払い込み資本は 150万ディナ

ールで，配当は 6分，純益は22万6167ディナールである。

1961年12月31日現在のバランス・シートは第 4表のとお

りである。

(4) Bank-al-Khalij (the Gulf Bank) 

ガルフ・パンクもやはり 1960年の設立であるが，実際

に営業を開始したのは1961年10月5日。したがって，ま

だ他行のような AnnualReportを出すにいたっていな

い。筆者がイギリス人の副マネージャーに会って聞いた

ところ，授権および払い込み資本は180万ディナールとの

ことであり，また同行の性格は一般の CommercialBank 

と同じとの由である。

(5) Bank-al-l'timan (The Credit Bank) 

最後にくるのがクレジット・バンクである。この銀行

は以上にあげた諸銀行と異なり，財政経済省の監督下に

あり， 1960年法律第40号「信託銀行設立法」によって設

立されたものである。この銀行の目的とするところは不

動産，工業および農業信託である（同法第 2条）。資本

第 3表 Balm:iceSheet (The National Bank of Kuwait Ltd.) Dec. 31, 1961 

Liabilities（浪位：クエート・ディナール）

Capital 
Statutory Reserve 
General Reserve 
Profit and Loss Account 

111,000 
3,289,000 

Current, Deposit ancl Other Accounts (in-
eluding inner Reserves & Provisions) 

Proposed Dividend 
Confirmed Credits, Acceptances and Guar-

antees on behalf of Customers, as per 
contra 

1,965,000 

3,400,000 
101,601 

5,466,6m .. 

76,266,285 
393,JJOO 

8,406,272 

90,532,158 

Assets 

o Cash and Current Accounts with Banks 
o British Government Treasury Bills 
o British and Other Government Securi-

ties (at under market value at 31st 
December 1961) 

O Deposit Accounts with Bankers 
O Advances to Customers, Bills Discounted 

and Other Accounts 
o Sundry Unquoted Investments, at or 

under cost 
Subsidiaries 500,000 
Others 75,000 

O Lane! and Buildings 
△ at cost less amounts wrilten off at 1st 

January 1961.............. 150,000 
△ Additions during 1961........ 53,527 

203,527 
06 Sales and written off 1961 28,527 
o Liability of Customers for Confirmed 

Credits, Acceptances and Guarantees, 
as per contra 

第 4表 BalanceSheet (The Commercial Bank of Kuwait) 31st December 1961 

3,092,075 
5,250,000 

9,009,625 
47,100,000 

16,924,186 

575,000 

175,000 

8,406,272 
--~---· 

90,532,158 

Liabilities I Assets（箪位：クエート・ディナール）

O Capital 
o Statutory Reserve-IO% of Profit 
o General Reserve 
o Profit and Loss Account 

o Current, Deposits_ and Other Accounts 
o Dividend-Provision for Proposed pay-

ment of 6% 
o Liability on Confirmed Credits, Guar-

antees and Other Obligations as per 
Contra 

112 

1,500,000 
22,617 
72,373 
41,177 

1,636,167 
25,129,888 

90,000 

2,399,410 

29,255,465 

O Cash and Balances with Bankers 
O Money at Call and Short Notice 
o British Government Treasury Bills and 

Fine Bank Bills 
O Deposits with Bankers 
o Advances to Customers, Bills Discounted 

and Other Accounts 
o Premises and Property, less amount 

writter off 
o Customers Liability on Confirmed 

Credits, Guarantees and Other Obli-
gations as per Contra 

1,932,107 
3,750,000 

5,643,355 
13,650,000 

1,780,593 

100,000 

2,399,410 

29,255,465 
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金は 1億ルビーで政府の全額一時払い込みである（同法

第7条）。籠者はこの銀行のクエー ト人理事に面会する

機会を得たが， 営業開始後いまだ日浅く ，年次報告を出

す段階にいたっていないとのことであった。しかし別の

資料によれば，営業開始の最初の年に 1万0837口の応募

申し込みがあり，その額は62万8827ディナ ールにのぼっ

たとのことである。

V クエー トの市中銀行の性格

さてこのようなク エートの諸銀行（な， しからばいかな

るタ イプの銀行であるかが問題となるが，それは前項に

掲げたパランス・シートをよくみるとわかる。と くに貸

し方の項目に注意する。

まず第 1に現金も しくはそれに類する資産は，ク エ

ートの石油収入がスタ ーリングでなされることと，クエ

ートがスタ ーリング地域に属するなどの事情も手つだっ

て，主としてスタ ーリング ・ボンドの形で保持されてい

ることである。さらに現金 ・外為以外の資産として保持

されている政府公債もしくは金融償などはほとんどすべ

てイギリスのそれである。こうした性格は，クエートに

いわゆる中央銀行のない こととあいまってク エートの市

中銀行を ロンドンの金融市場と密接に結びつけるこ とと

なる。したがってク エー トの銀行は， TheCredit Bank 

を除いて，ロンドン金融市場の動きに注意を集中するわ

けである。こうした頻向はイギリスの影響力のもとにか

っておかれていたイラク， ョルダンその他の国々にかな

り共通した現象であり，当分この関係は変わらないもの

とみられる。そして，こうした各市中銀行の政策は，各

行にイギリス人の専門家がマネージャーとして存在して

いることからも変わらないと思われる。

第 2に注目されるのは， 各銀行の主たる営業項目であ

る。元来イギリス系の諸銀行においては，商業手形割引

を中心とした短期貸付，いいかえれば愉出入貿易決済の

ための短期金融が主要な営業活動である。ということ

は，わが日本におけるがごとき各企業に対する長 ・短期

の貸付，ないし投資などが存在しないことを意味する。

つまり短期刹業金融のみを行なって各企業についてあま

りコミットしていないことである。これがイギ リス系銀

行とわが日本の銀行と の相違である。クエート の市中銀

行もヨルダン， イラクその他の国々の銀行と同様， かか

る短期商業金融に よっ て利潤をあげているのである。

すでにふれたように，ク エー トにおい＇ては， 市中銀行

は完全なレッセ ・フェールのもとにおかれているのだか

らなんでもできる道理だが，イギ リスによって銀行シス

テムが迎入された関係上，当分のあいだこうしたイギ リ

ス ・タイプの考え方は抜けf；い ものと思われる。いずれ

にしても CommercialBankということばがぴったり 当

てはまるようだ。

VI クエー ト投資会社

一般の市中銀行は 上述したようなぐあいにその営業

活動を行なっているが，ク エー トにはこうした銀行以

外に興味をひく存在がある。その名を Al-Sharikat-al:

Kuwaitia lil-Istithmar (The Kuwait Investment Campa-

ny)といい， 1961年の政令第29号に基づいて設立された

半官半民の機関である。 資本金は1500万ク エート・ ディ

ナールで， 10ディナ ールの株券150万株から成る (Actof 

Constitution, The Kuwait Investment Company第 6

条）。設立者たる政府は， うち75万株（すなわち50%）を

引き受け，その額面価額の 25％すなわち 187万5000ディ

ナールをナショナル ・パンク，コマ ーシャル ・パンク，

ガルフ ・パンクとプリティッシュ ・パンクに払い込む。

残余の株式は一般に公募される（同第 7条）。

この会社の存立期間は一応30年間とされているが，臨

時株主総会の決謡によっ てその期間を延長することがで

きる (Statutesof the Kuwait Investment Company第

1章第 3条）。会社の目的とするところは，（1）株主基金

などの投資とその利殖，（2）利潤追求を目的とする他の会

社の設立に参加すること。 (3)政府および半政府諸機関の

債券，あるいは会社株式の売買等，（4）資本投下に関連し

た諸研究ならびに調査をなすこと，などである（同第 4

条）。

クエー 1、投資会社のこ うした営業活動はクエート 国内

のみに限られず，海外投資にむしろ露点がおかれている

ように観取される。海外の投資先 としては，イギ リス，

アメリカ，西ドイツ，スイス， 日本などが考えられてい

るという話であった。籠者がマネ ージャ ーに尋ねたとこ

ろでは，クエート国内に現在，約 250万ディナール（こ

れは主として銀行への融資），日本に対して約110万ディ

ナール，アメリカには50万ディナ ール投資されており，

•また今週中 (1962年10月 24 日 現在）にイギリスに対 し50

万ディナール（というこ とは50万スタ ーリング・ボンド）

を投資することにな っている。

しかしながら同社の業務開始は今年3月23日であり，

組織の整備その他すべてがこれからというところであ

る。したがってまた， 上記以外の数字に接することはで

113 
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きない。

VII 保険 会社

クエートにクエート資本の保険会社がはじめてできた

のは1960年 8月である。そしてそれは資本金37万5000デ

ィナールの KuwaitInsurance Co.である。 1961年末に

1割配当を行なっている。つぎに今年4月に第 2番目の

会社が生まれた。 TheGulf Insurance Co.がそれで，

資本金は80万ディナ ール。これにはガルフ・パンクの設

立者のほとんどが参加しているとのことである。この保

険会社の主要業務は，保険にあることはもとよりだが，

同社は不動産を国際投資の分野に手を出そうという意

欲があるらしい。第 3にナショナル・パンクの流れをく

む新保険会社がちかいうちに誕生するといううわさがも

っぱらである。

1961年 8月に制定された保険法は，クエートで営業す

る保険会社をふやすことを目途としているが，実際ここ

数年のうちに，外国系保険会社はそのもっとも強いもの

だけが生き残れるというほど，クエート系保険会社が強

くなってきているようである。しかしながら，クエート

における熟練の欠如が，こ うした外国系保険会社の存在

をここしばらく許容するであろう。

VIll むすび

以上が 3日間にわたって（実際には官）『などの執務時

間はだいたい午前中なので， 1日半ということになる），

瞥見したクエートの金融事情の概観である。すでに各項

においてふれたこ とから明 らかなように， （1）クエートは

1961年 6月に生まれたばかりの新興独立国であるこ と，

(2)したがって法の整備あるいは機構 ・組織づくり などす

べてがこれからと いう段階， （3）また中央銀行に相当する

機関のないことも手伝って一般の市中銀行等についての

統制手段は事実上存在せず，まったくのレッセ ・フェー

ルであること，（4）そうした一般の市中銀行，保険会社そ

の他の機関自体，設立されたばかりの歴史の新しいも の

ばかりで， 何をやらんとするかは今後の課題なる こと，

(5)しかしながら従来イギリスの影想力のもとにおかれて

いた関係上，イギ リス・ タイプの企業内容をもつ傾向に

あること，などが観取された。

新興独立国に共通した，前向きの姿勢がうかがわれ，

砂漠の国の経済発展がスムーズに行なわれることが期待

される。
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